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最近、
“
緑
“
に対する社会的要請が高まり、いわゆる緑化樹と呼ばれる樹木が重要視されてきた。

岐阜県においても道路や公園などに多種類の樹木が植えられ、また、これ ら苗木の生産も年々増加

しつつある。

ところが、これらに寄生する病書虫 も多く、この防除は緑化樹の保育管理及び苗木生産上の重要課

題である。

しかし、緑化樹に寄生する病害虫の種類は非常に多く、しかも地域によつて種類や発生時期が異な

ることなどから、その防除法が確立されていないものが多い。

このため、この地域の緑化樹病害虫の種類を把握しておくことが防除法を確立するために重要であ

る。

このようなことから、昭和 49～ 51年にかけて岐阜県における主要緑化樹の病害虫類による緑化木

の校害状況を調査し、あわせて2・ 3の 重要害虫について防除試験を実施 した。

なお、この試験を実施するにあたり岐阜県林業短期大学校の原誠 ,村雲裕 ・伊藤茂幸 ・斉藤純二の

諸君には、資料の集収や調査などに協力を願 つたので厚 くお礼申しあげる。

I 緑 化樹に寄生する病害虫調査

1.調 査方法

緑化樹に寄生する病害虫類調査は、県内各地で生産中のものや公園 ・庭園等に植えられている緑化

樹について機会あるたびに調査 したが、とくに可児郡可児町の日本ライン花木センター ・岐阜県林業

センター構内及び美濃市付近の緑化樹については調査をひんぱんに行 つた。

また、調査期間中に病害虫診断の依頼のあつたものの結果について も本調査の資料に加えた。

緑化樹に寄生している病害虫類については、その加害形態 ・加害部位 ・発生期等を調査したが、緑

化樹はたとえ僅かの校害でも美観が損なわれ、緑化樹としての価値が低下するので、この調査では僅

かな校害狂状のもの も校害木として取 り扱つた。

2.調 査結果

調査期間中に確認された緑化樹に寄生する病害虫類は、表
-1に 示すとおりである。

害虫類は、緑化構 60種 類から107種が確認されたが、この中でとくに被害の多かつたのは、オオミ

ノガ・チャミノガ・ルビーロウカイガラムシ・ッノロウカイガラムシの4種 である。 これらの種は、

いずれ も何種類もの構種に寄生する多犯性害虫で、生息が広範囲に及び、しかも生息数が多いため校

害は他の害虫にくらべて大きか つた。

オオミノガはヒマラヤシーダ・イヌマキ ・ポプラ・シラカバなど33樹 種、チャミノガはポプラ・ゲ

ッケイジェ・ナンテンな ど16樹 種に確認されたが、とくにサクラ・ウメ・カエデなど落葉広葉樹を好
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んで食害していた。 ミ ノムシ類は、葉や枝で綴つたミノの中に溶んで葉を食害するため、葉の中央部

付近か ら穴があき、この部分か ら枯死あるいは病気が発生するなどして美観が悪くなつたり、また、

生息密度が高くなると食害が中央部か ら外側へと広が り、つ いには全葉を食害してしまうこともあつ

た。調査期間中に養成中のカエデ苗木が、オオミノガの食害によつて丸坊主となり、何本 も枯死する

な どの校害を確認している。

ルビーロウカイガラムシはゲッヶイジェ・ヒイラギナンテン・ツパキ・サザンカなど17樹種、ッノ

ロウカイガラムシはマサキ ・クチナシ・ツバキ ・サザンカなど12樹種に寄生していたが、両種ともツ
パキ ・ネザンカにとくに多く見られた。 これらの種は生息数が多 く、しかも群棲して加害するため、

樹木は樹勢が著しく弱まり、また、排泄物にスス病を併発して美観を損なうなどの被害を及ぼしてtヽ

た。

なお、これらのカイガラムシは、寄主範囲が似通 つているため、調査期間中にこれらのカイガラム

シにカメノコロウカイガラムシをカロえた種が同時に生息している例が何件か見られた。

カイガラムシ類は、これ ら以外に 19種が確認されたが、その中で比較的多 く見られた種はイスマキ

に寄生していたマキテカマルカイガラムシ、シラカシのカシニセタマカイガラムシ、ナンテンのワタ

フキカイガラムシ、ッパキのカマクラカキカイガラムン・チャノマルカイガラムシロッパキクロホシ

カイガラムシ、サザンカのチャノマルカィガラムシ、カエデ類のモミジワタカィガラムシ、サルスベ

リのサルスベリノフクロカイガラムシ、ッッジ類のツツジヨナカイガラムシ、キンモクセィのチャノ

マルカイガラムシ、キョゥチクトウの ヒラタカタカィガラムシで、これらの種はほとんどスス病を併

発していた。中でもサルスベリノフクロカイガラムシは、サルスベリの幹 ・校 ・葉と樹木全体に群が
つて寄生するため、校が枯れたり、被善葉が落葉したり、また、スス病が発生して枝や幹がうす黒 く

なり著しく美観が損なわれているなどの校害が多く見られた。

カイガラムシと同じ吸汁性害虫のアブラムシ類は9種 類確認されたが、加害の著しいものとしては

アカマツ・クロマツに寄生するマツオオアブラムシとゥメに寄生するクワイクビレアブラムシでぁっ

た。

マツオオアプラムシは、 4～ 5月 に新梢や葉のつけねに群が つて寄生し、養分を吸収するため、針

葉が黄褐色に変色したり、アプラムシの排泄物にスス病が発生して見苦しくなつているもの も見 られ

た。

また、クフイクビレアブラムシは、 4～ 6月 にかけ、ウメの葉に発生するが、寄生された葉はちぢ

れて美観を損ない、また、校害が進むと落葉したり新梢の伸びが悪くなるなどの機害 も見られた。

蛾類は、チャミノガ・オオ ミノガ以外に 39種 が確認されたが、ほとんどが葉を食害する種類である。

この中で、被害の目立つ種としては、イチョウのクスサン、アカマウやクロマツのマツカレハ、ポプ

ラのセグロシャチホコ、ッバキやサザンカのチャドクガ、サクラのモンクロシャチホコとゥスバッバ

メガ、ウメのオビカレハ、マサキのユウマダラエダシャク、クチナシのオオスカシバであるとこれら

は単本的に大発生して実を食害するため、中には丸坊主になり、著しい校害を受けているものも見ら

れた。 とくに、オオスカシバは大型幼虫で食害が激しく、年に 3～ 4回 も発生するため、長期間にわ

たつて校害を受け、樹勢が55まつたり開花しないクチナシを多く見かけた。

また、枯死ゃ衰弱するなどの校害には至らないが、葉を綴り合わせて食害するため美観を損ね、緑

化樹としての価値を低下させる重要な害虫 として、チャハマキ 。クロネハイイロハマキ ・チャノホソ

ガ・モソコクハマキがある。チャハマキはシラカシ・ゲッケイジュ・ッバキなど10樹 種を、クロネハ

イイロハマキはとイラギナンテン・イスッゲ ・モチノキを、チャノホソガはッパキを、モソコクハマ

キはモッコクを食害していたが、これ らは主に新葉を綴り合わせるため被害がとくに目立ち、中でも
モッ_ョクハマキは単木的に大発生して全葉を食害するなどの光景 もみられた。

この他、食葉性蛾類で重要な種として、イラガ・テングイラガ ・リンゴドクガ・モンシロドクガが
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ある。この調査では、イラガはエノキ ・クスノキ ・チャ .サ クラ・カエデから、テングイラガはエノ
キ ・サクラから、モンシロドクガはサクラ・シャクナゲから、リンゴドクガはケヤキか ら確認された
が、 これ らはいずれ も何種類もの植物を食害するいわゆる雑食性害虫であり、また、人体に触れると
しつ疹が現われるなどの有毒害虫でもある。これらの有毒害虫は、庭木や生垣など我々め生活の身近
かな場所で発生して問題にな つたり、温室で養成中のシャクナゲの苗木に大発生したモンシロドクガ
のように、今まで発生例のない場所での被害が突発的に起きることも考えられるので注意を要する種
類である。

一方、実以外を加害するものとしては、ポプラのキマダラコウモリガ、シラカシのカシヨスカシバ

やゴマフボクトウ、ススカケノキのコウモ リガ、サクラのコスバシガ、カェデのゴマダラカミキリが

確認されたが、これ らの種はいずれ も幹を穿入加害するため、被書部位は木くずや排泄物で見苦しく
なつたり、ときには枯死する被害 も見られた。

マツ類の新梢部や球果に穿入加害するマツノシンマダラメイガ・マツプアカシンムシなど小蛾類の
被害も目立ち、とくに庭園のマツ類が多く被害を受けていた。 これらの被害は、新梢部が枯死して赤
福色となるので、他の害虫にくらべ校害に気づきやすく、当林業センターヘの照会 も多か つた。
従来、これらの種は、採種園 ・採穂園あるいは防風林等の重要害虫であつたが、今後は庭園、公園
等のマツ類に被害範囲が拡大することが考えられ、新しい緑化樹害虫 として注目される種である。
カィズヵィブキに寄生するイブキチビキバガの被害 も重要である。本種は幼虫が葉肉を加害するた
め、実の先端部が枯れ、中には木全体が枯れかけてぃるように見られる ものもあつた。生垣など密生
した風通 しの悪いところに多 く発生する傾向がある。

総翅目の紋害も2・ 3確 認されたが、とくに校害の著しいものとしてケャキのアカアシノミゾウム
シの校害がある。岐阜県におけるアカアシノミゾウムシの被害は、昭和 46年 頃か ら主に山林のケヤ
キ(大 径木 )に 発生していたが、最近では庭園や公園をはじめ、養成中の苗木にまで広がつてきた。
幼虫は葉内を力膚 し、成虫は葉肉部を純目状に食害するため、枚害葉は美観が悪 くなり、さらに校害
が進むと落葉するようになる。そのため、苗木などは枯死したり生長が著しく阻害されることがある。
今後、さらに被害の増加が予想 される種である。

サンゴジュハムシは、サンゴジュの葉を食害する小さな甲虫であるが、発生密度が高いことと、幼
虫 ・成虫とも葉を食害するため、著しい校害となることがある。 この調査期間中、学校の生垣がほと
んど食害されて丸坊主になつたのをはじめ、単本的に大発生した例を何件か確認している。
また、興味ある事項として、マメハンミョウの成虫がマユミの葉を好んで食害することを確認した。
岐阜県林業センター白鳥育種事業地で養成中のマユ ミ苗木が、マメハンミョウの成虫によつて葉がほ
とんど食害され、著しい被害を受けた。ここでは、この他クスノキ・シキ ミ・カナメモチ・ネズミモ

チ・ウバメガシなど10数種の苗木が養成されていたが、これ らは全く被害を受けていなかつた。マメ
ハンミョウは、ダイズ・ァズキ .ナ ス ・ジャガィモなど農作物の害虫として知られているが、緑化樹
のマユ ミの害虫としてもつけ加えたい。
ハバチ類は、山林に大発生することはあるが、庭園や公園などの樹木に発生した例は少ない。しか
し、 この調査期間中、山林からはるか離れた庭園のアカマツに、マツノミドリハバチやマツノキハバ

チが単木的に発生したり、山林に発生したカラマツアカハバチゃマツノクロホシハバチがその付近の
公園や庭園のカラマツやアカマツにまで校害を及ばしたことなどから、緑化樹害虫としても注意 を要
する害虫である。

ツツジ類に寄生するツツジグンバイムシの校害 も多く見 られた。初夏か ら秋にかけてッッジ類の葉
が急激に黄白色に変色したり、落葉が激しくなるなどの被害となるので、観賞用の盆栽ツツジなどで
は、極めて重要な害虫であることを確認した。

病害は、 51樹 種より29種 が確認されたが、ほとんどが斑点性症状の病害であつた。
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斑点性病害で目立つた被害として、炭ソ病はクスノキ
・ツパキ ・アオキなど12樹 種、ペスタロチア

病はイチョウ・マサキ・カエデなど12樹 種、褐斑病はポプラ
・ケヤキなど5樹 種、モザイク病はクス

ノキ ・ナンテンなど4樹 種、病名のわからない斑点性病害はイスマキ ・ウバメガン
・エノキなど12

樹種か ら確認され、褐紋病はサカキ
・ヒサカキ・カエデに、褐点病はスズカケノキ ・トベラに寄生し

ているのが認められた。

また、 ウ ドンコ病はシラカシ・カエデから、白星病はケヤキから確認されたが、前の病害にくらべ

発生例 は少なかつた。

これらの病徴は、いずれ も葉全体に及ぶのではなく、葉の
一部分的に現われるだけで枯死したり、

生育に影響を及ばすような校害は全く認められなか
つた。

しか し、これ らの病害 も葉に斑点が生じた り、枝害が進むと部分的に落葉するなどして美観を損ね、

緑化構として価値が低下するので、無視できない枝害である。

斑点性病害以外で被害の目立つものとしては、スス病がある。スス病は、主にカイガラムシゃァブ

ラムシ類の排泄物に発生するが、病菌によつて葉 ・幹などがうす黒くなり、著しく見苦しくなるので

重要な病害である。

この調査では、モ ミ・アカマツ・イヌマキなど23樹 種から確認されたが、とくにサルス
ベリに発生

するスス病は、樹体全体がまつ黒になるなどの校害を受けているものを何本 も見かけた。

この他、発生は少ないが美観を著しく悪 くする病害にカイズカイブキのサ ビ病とツ
バキ ・サザンカ

・ッツジ類のモチ病がある。

カイズカイブキのサビ病は、菌体が水分を吸収してカンテン状となつて葉と葉の間に現れ、ツパキ

・サザンカ・ッッジ類のモチ病は葉の葉肉部が不規則にふ くらむことなどから、非常に見苦しくなる。

これは、大発生はしない ものの特異な校害であるためよく目立つ病害である。

以上、 こ の調査では緑化樹に寄生する病書虫として、書虫 107種、病害 29種 を確認したが、これは

わずか 3年 間の調査結果であるため、これ以外に も数多 くの病害虫の校害があるものと考えられる。

このため、これらの病害虫についてさらに調査し、できるだけ多くの病害虫を把握してお くことが、

緑化樹の病害虫防除法を確立するために重要なことである。

また、 こ れらの病害虫は、樹木を枯死させたり、生育に影響するような枝害は及ばさないが、緑化

樹は僅かの校害でも美観を損ない価値が低下するので、緑化間にと
つては無視できないことがわか つ

た。

なお、緑化樹害虫の中でとくに校害が多く見られたカイガラムシ類
・アブラムシ類 ・オオミノガの

防除法の検討を行 つたので、次の試験 E・ 1で 報告する。
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表 - 1 緑化樹種別の病害虫類 (そ の 1)

樹 極 堂 虫 害虫の形態
害
位

被
部

病 名
書
位

被
部

ソ ツ

ウイ チ  ョ

モ

ヒマラヤシーダ

カ  ラ  マ  ツ

ア カ マ ツ

ク  ロ   マ   ツ

ツ

　

ス

ガ

ギ

ヒ ノ キ

カィズヵィブキ

イスマ キ

ア リ  類

ク ス  サ  ン

ハ ラアカマ イマ イ

アプ ラムシ類

マ ツカレハ

オオ ミノガ

カラマ ツアカハ バチ

マ ツノクロホシハ バチ

カラマ ツツツ ミノ ガ

カ ラマ ツマ ダラメイガ

マツ ノマダラカ ミキ リ

マ ツカ レハ

マツ ノ シンマダラメイ

マ ップァヵ シンム シ

マツノキハ ′` チ

マツノ ミドリハ ノ` チ

マツカキカイガラムシ

マツコナカイガラムシ

マツオオアブラム シ

マツア ワフキ

マツカ レハ

マツノシンマ ダラメイ

マ ツヅアカシンム シ

マ ツオオアブラム シ

マツ カキカイガラムシ

マツヨナカ イガラムシ

マツア ワフキ

ツガ カレハ

ヒメスギカ ミキ リ

スギ タマバエ

スギマル カイガラム シ

スギハ ダニ

ヒメス ギカ ミキ リ

コウモ リガ

ィブキチ ビキバガ

ガ

マキアカマル カイガラムシ

マキシンハアブラムシ

成 虫

幼 虫

幼 虫

成虫、幼虫

幼 虫

幼 虫

幼 虫

幼 虫

幼 虫

幼 虫

幼 虫

幼 虫

幼 虫

幼 虫

幼 虫

幼 虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

幼 虫

幼 虫

幼 虫

幼 虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

幼 虫

幼 虫

幼 虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

幼 虫

幼 虫

幼 虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

幹

葉

葉

葉、伎

葉

葉

葉

葉

葉

葉

幹

葉

新梢部

新梢部

葉

葉

葉

葉 校

葉

葉、伎

葉

新梢部

新梢部

葉、幹

葉

葉

葉 枝

葉

幹

葉

葉

葉 枝

幹

幹

葉

葉

葉

ペスタロチヤ病

スス病

葉 枯 病

葉 フルイ病

コ ブ 病

ス ス  病

葉

ス

枯

ス

病

病

ペスタロチア病

根グサレ病

赤 枯  病

ペスタロチア病

樹脂性8同枯病

恨グサレ病

芽 枯  病

サ  ビ  病

葉 枯  病

ペスタロチア病

斑点性病害

葉

葉、伎

葉

葉

校、幹

葉

葉

葉

葉

根

葉

葉

幹、枝

根

葉

葉

葉

葉

葉
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表-1 緑化樹種別の病害虫類 (そ の2)

種樹

=1軍 R___r_十
一
騨 空 1量

重
|

ォォ ミノガ        1 幼   虫 |   |

ニ

イ
　
オ
　
ポ

イ

　

ヽ
く

　

ラ

ナ

　

ンヽカラ

．フ
　

ンヽ

チ

グ ル

プ

シ ラ カ ン バ

ウ ノ`

ケ

メ ガ  シ

ク ス  ノ

ゲ ッケ イジュ

ヒイラギナ ン ン

ン テ  ン

カイガラムシ類

クル ミハ ム シ

ポプラハバチ       1 幼   虫 1  葉

セグロシャチホコ     1 幼   虫 1  葉

テテ含テy制
ガ
 1歓 畳1堅|

5::々;,チラムシ    1魯畳t3盤1 暑 |
ル リハムシ       1 成   虫 1  葉

オオミノガ       1 幼

ブナシャチホコ      1 幼   虫 1  葉

韮窮シバ 協:1昌|
ゴマフボクトウ      1 幼   虫 1  幹 |

ク;芽芽チ歩うムシ     1蔑虫、あ玉1葉t'校|
カ シエセ タマカイガラム シ

カシアシナガブウムシ    1 成   虫 1  校

チャハマキ       1 幼   虫 1  葉

オオミノガ        1 幼   虫 1  葉

イ ラ  ガ        1 幼   虫 1  葉

テングイラガ       1 幼   虫 1  葉

アカシアノミブウ      1成 虫、幼虫 1 菜

ナ ミガタチ ビタマムシ    1戚 虫、幼虫 1 葉

リンゴドクガ       1 幼

アオスジアゲハ      1 幼   虫 1  葉

イ ラ ガ       1 幼  虫 1 葉

ル ビー ロウ カ イガ ラムシ

ツ ノロウカ イ ガラム シ

チャミノガ        1 幼   虫 1  葉

オオミノガ        1 幼   虫 1  葉

チャハマキ        1 幼   虫 1  葉

クワゴマダラヒトリ    1 幼   虫 1  葉

クロネハイイロハマキ    1 幼   虫 1  葉

オオミノガ        1 幼   虫 1  葉

ル ビー ロウカ イガラム シ

ッノ ロウカ イガ ラム シ

クワゴマダラヒトリ    1 幼   虫 1  葉

7 y J     雲
 |      |

成虫、幼虫 i実、枝 |

成虫、幼虫 1 葉

鯨 懸 黛&

成虫、幼虫 1葉、枝

成虫、班虫 1葉、枝

成虫 幼虫 1葉、伎

成虫、幼虫 1葉、枝

1 校 害 |

虫 1 葉

虫 1 葉

病
　
！
ス

一

名

一一病ス

褐 斑  病

ス ス  病

棄 枯 病

ウドン粉病

汚 点  病

灰色 カビ病

ス ス  病

斑点性病害

斑点性病害

モザイク病

炭 ソ 病

斑点性病害

ス ス  病

炭 ソ  病

ス ス  病

モザ イ ク病

病

病

星

斑

白

据

害
位

被
部

葉、枝

葉

葉

葉

葉

棄

棄

葉

葉

葉

案

葉

葉

葉

葉

葉

葉

-20-



表 - 1 緑化樹種別の病害虫類 (そ の 3)

種樹
宝 虫 害虫の形態 名

　
一一病

病

一
ン

病
中
　

一ウ ン、
　

ス

コ

　

ス

害
位

一

校
部

一葉

葉

チ  ャ  ノ

サ ザ  ン  カ

ヒ サ カ キ

幼   虫

幼   虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

幼   虫

幼   虫

幼   虫

幼   虫

幼   虫

成虫、幼虫

幼   虫

幼   虫

幼   虫

幼   虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

幼   虫

幼   虫

幼   虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

幼   虫

幼   虫

幼   虫

幼   虫

幼   虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

オオ ミノ ガ

チ ャ ミノガ

ル ビー ロウカイガラムシ

ッ ノロウカ イガ ラムシ

ワタフキカイガ ラムシ

チ ャ ドク ガ

チ ャハマキ

テ ャ ミノ ガ

オオ ミノガ

イ  ラ   ガ

ル ビー ロウカイガラムシ

チ ャ ドクガ

チ ャノ ホソガ

チ ャハマキ

オオ R ノ ガ

カマクラカキカイ ガラムシ

チ ャノマル カイガラムシ

ッバキワタカイ ガラム シ

ル ビー ロウカイ ガラム シ

ツノロウカイガ ラムシ

カメ ノコロウカ イガラム シ

ミカ ン ヒメワタカイガラム シ

ツバキ クロ ホシカイガラムシ

ツバ キヨナジラ ミ

チ ャハ マキ

チ ャ ドクガ

オ オ ミノ ガ

チ ャノマル カイガラムシ

ッパキ ワタカイ ガラムシ

ル ビー ロウカイガ ラム シ

ツノロウカイガラムシ

カメノコロウカイガラム シ

ッパキ クロホシカイガラムシ

チ ャ ドク ガ

チ ャハマキ

ォォ ミノ ガ

ホタル ガ

ォォ ミノガ

カメノコロウカイガラム シ

ル ビー ロ ウカイ ガラム シ

実、枝

葉、枝

枝

葉

葉

葉

葉

葉

葉、枝

葉

葉

葉

葉

葉、伎

ス ス  病

モ チ  病

円 星  病

ペスタロチア病

炭 ソ  病

斑点性病害

葉枯性病害

ス  ス  病

葉

葉、枝

葉、校

葉、枝

モ チ  病

ス ス  病

ペスタロチア病

炭 ソ  病

斑点性病害

ス ス  病

葉

葉

葉

葉

褐 紋  病

1葉景枝|1暑ス号口暑ア病
1葉、校‖斑点性病害

枝

枝

校

葉

葉

ギ

ド

ヽ
枝

葉

実

葉

葉

葉

葉

実

葉

枝、幹

害
位

一

路
摩
曝

葉、枝

葉

葉、幹

葉

葉

葉

実

棄

葉

葉

葉

葉

葉

葉

葉

葉

葉

葉

葉
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表 - 1 緑化樹種別の病害虫類 (そ の4)

樹   種

ノ  コ   ク

ス ズ カ ケ ノキ

ト

カ  イ

サ  イ

フ

ド  ウ

カ ナ メ モ チ

カ   リ    ン

カ ラ  タ  チ

カ エ  デ  類

室

モ ソコクハマ キ

ル ビー ロウカ イガラム シ

ツノロウカイ ガラムシ

ドウガネ ブイブ イ

コウモ リガ

チ ャ ミノ ガ

オオ ミノ ガ

カメ ノコロウカ イ ガラム シ

ツノロウカイガラム シ

チ ャ ミノガ

オオ ミノ ガ

アプラム シ類

ッノ ロウカイ ガラム シ

アブラム シ類

ル ビー ロウカイガ ラム シ

カメ ノ ヨロウカイガ ラム シ

チ ャ ミノ ガ

オオ ミノガ

イ  ラ   ガ

テン グイ ラガ

モ ンク ロシャチ ホ コ

モ ンシロ ドク ガ

コスカ シバ

ウスバ ソノ` メ ガ

チ ャ ミノ ガ

オオ ミノ ガ

ドウガ ネブイブイ

ナシグンバ イム シ

オ ビカレハ

チ ャ ミノ ガ

オオ ミノガ

クワイ ク ビレアプラム シ

チ ャハ マ キ

ル ビー ロウカイガラム シ

アゲハチ ョウ

ミカ ンハ ダ ニ

モ ミジワタカイガ ラム シ

モ ミジニタイケカ イガラム シ

オオ ミノガ

幼   虫 1 葉

幼   虫 1 葉

蔑虫、幼玉1葉「枝
成虫、幼虫 1葉、校

幼 虫 1  葉

幼   虫 1 葉

成虫、幼虫 1葉、枝

成虫、幼虫 1葉、枝

成虫、幼虫 1 葉

成虫、幼虫 1葉、枝

成虫、幼虫 1葉、枝

幼   虫 1 葉

幼   虫 1 葉

幼   虫 1 葉 ス ス  病

幼 虫 1 葉

密 畳1墨
虫 1  棄

幼   虫 1  幹

幼   虫 1 葉

幼 虫 1 葉

樹 畳1襲
虫 1 葉

密 畳1襲
虫 1  実

害
位

被
部

虫

尋理 |
成虫、幼虫 |

成虫、幼虫

成 虫

幼    虫

病

ス ス  病

点 病

点 病

点 病

点 病

ス 病

炭 ソ 病

ス ス  病

ウドン粉病

灰色カビ病

ス ス  病

害

位
後
部
一葉

栗

名

葉

葉、枝

葉、枝

葉

幹

栗

栗

葉

葉

葉、校

幼   虫 1 葉

葉

葉

葉

葉、校

葉

葉

葉

葉

葉、枝

幼   虫 1 葉

成虫、幼虫 1葉、枝

幼   虫 1  葉 斑  病

成虫、幼虫 1葉、校 ス  ス  病

幼   虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

幼   虫

点性病害

点 病葉

葉

葉

葉

葉
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表
-1 緑

化樹種別の病害虫類 (そ の 5)

宝

チ ャ ミノガ

イ  ラ   ガ

ゴマ ダラカ ミキ リ

トビイロマル カイガラムシ

ル ビー ロウカイガラムシ

カメノヨロウカイガラム シ

オオ ミノ ガ

ツゲ ノメ イガ

クロ 不ハイイロハ マキ

チ ャハ マキ

ル ビー ロウカイガ ラムシ

ツノ ロウカイガラムシ

オオ ミノ ガ

ク ロ不ハ イイロハマ キ

カメ ノヨ ロウカ イガラム シ

オオ R ノ ガ

チ ャ ミノガ

ユ ウマダ ラエ ダシャク

くノウスバ

オオ R ノ ガ

ツノ ロウカイガラム シ

カメノコロウカイガラム シ

ル ビー ロウカ ィガ ラム シ

マ メハ ン R ョ ウ

ッゲ ノメイガ

オオ ミノ ガ

カメノ コロウカイガラム シ

フタ トガリコヤガ

オオアカキ リバ

アプラムシ類

サル スペ リノフクロカイガ ラム ミ

オオ ミノ ガ

アオキ シロカ イガラム シ

ル ビー ロウカイガ ラム シ

ツノロウカイ ガラム シ

カメノヨロウカイガラム シ

フタフキカイガラム シ

成虫、幼虫 1葉、伎

成虫、幼虫 1葉、枝

成虫、幼虫 1菓、伎

幼   虫 1 葉

幼   虫 1 葉

幼   虫 1 葉

幼   虫 1 葉

成虫、幼虫

成虫、幼虫

幼   虫

幼   虫

成虫、幼虫

名病虫

｀
ノ

ウ メ モ ド キ

校 枯  病

炭 ソ  病

福 紋  病

ペスタロチア病

葉 枯  病

斑点性病害

ス ス  病

ス 病

モザイク病

炭 ソ  病

ペスタロチア病

斑 点  病

ス ス  病

ス ス  病

褐 斑  病

モザイク病

ス ス  病

福 斑  病

斑 点  病

ペスタロチア病

炭 ソ 病

星形スス病

炭 ソ 病

葉、校

葉、校

葉

葉

葉、枝

葉

葉

葉

葉

葉

葉、伎

葉、校

葉、枝

葉

葉

葉

葉、校

葉

葉

葉

終、校、幹

葉

葉

葉

葉

幹

虫

虫

虫

幼

幼

幼

ゲ

病

サ

幼

幼

幼

幼

幼

虫

虫

虫

虫

虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

成   虫

幼   虫

幼   虫

成虫、幼虫

幼   虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

幼   虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

葉、枝

暦
、枝
|

1 葉、枝

枝 斑 病

ユマ
　
ツ

ヽ

ゲ

虫幼

ジン チ ョ ウ ゲ

サ ル ス ベ リ

ア

害

位
校
部

一
枝

葉

葉

葉

葉

葉

葉

葉

葉

葉

葉

葉

葉

葉、枝

葉

葉

葉

葉、校、幹

葉

葉

葉

葉

葉

葉

葉

害虫の形態
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表-1  緑 化樹種別の病害虫類 (そ の6)

樹   種

ツ  ツ   ジ  類

シ ャ ク ナ ゲ

ネ ズ ミ モ チ

キ ン モ ク セ イ

キ ョウチ ク トウ

ク チ  ナ

ハク チ ョウ ゲ

ムラサキシキ ブ

サ ン ゴ ジ ュ

ル ビー ロウカイガ ラムシ

カメ ノコロウカ イガラムシ

チ ャノマル カイガラム シ

イ ボ  タ  ガ

チ ャハマ キ

オオ ミノ ガ

チャ ミノガ

ヒラタカ タカイ ガラムシ

キ ョウチク トウア ブラム シ

オオスカシバ

オ オ ミノガ

ル ビー ロウカ イガ ラム シ

ッノ ロウカイガラム シ

オオ ミノガ

チ ャ ミノガ

オオ ミノガ

チ ャ ミノ ガ

サ ンゴ ジェハム シ

ワ タノメイ ガ

オオ ミノ ガ

チ ャミノガ

害虫の形態

成虫、幼虫

成虫、幼虫

幼   虫

成虫、幼虫

幼   虫

幼   虫

幼   虫

幼   虫

幼   虫

ル ビー ロ ウカィ ガラム シ

オオ ミノ ガ

成虫、幼虫

幼   虫

震畳t盪畳|
成虫、幼虫

幼   虫

幼   虫

成虫、幼虫

成虫、幼虫

幼   虫

幼   虫

成虫、幼虫

一
ア

ツ

ル

ツ

ツ

オ

チ

ョ

モ

室
ュ

ゅ

ル

ユ
ゥ

”

”

ガ

ガ

ウ

ロ ド

〓

Ｉ

ン

チ

ジ

ジ

ミ

ミ

ク

シ

〓
フ

ツ

リ

ッ

ツ

オ

ヤ

カ

ン

害
位

被
部

虫 名病
害

位
被
部

一
葉

葉

葉

葉

葉

葉

葉

葉

葉

チ

　

ンヽ

バ
　

ム

ンヽ

　

ハ

　

ラ

ム
　

ン゙
　
ガ
　

くヽ
　
　
　
　
　
キ

イ
　
ン
　
イ
　
ラ
　
　
　
　
　
マ
　
ガ

一類
　
バ
　
レ
　
カ
　
やン
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ク

幼   虫

成虫、幼虫

幼   虫

幼   虫

ス ス  病

灰色カビ病

ペスタロチア病

モ チ  病

炭 ソ  病

斑点性病害

ス ス  病

斑 点  病

ペスタロチア病

斑 紋  病

灰色ガビ病

斑点性病害

炭 ソ  病

ス ス  病

斑 点  病

ス ス  病

灰色カビ病

斑点性病害

ス  ス  病

サ ピ 病

斑点性病害

、伎、

葉

葉

葉

葉

葉

葉、伎

葉

葉、枝

葉

葉

葉

葉

葉、校

葉

葉、校

葉、伎

葉

葉

葉

葉

葉

葉

葉、枝

葉

葉

葉、校

葉、枝

葉

葉

葉

葉

葉

葉

葉

実

葉

葉

葉

葉

棄

葉

虫

虫

幼

幼

密
虫、幼
畳|
虫

虫

幼

幼

葉
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I ア プラムシ●カイガラムシ類防除

1,試 験実施場所

岐阜県林業センタ
ー構内

2.供 試薬剤及び施用方法

供試薬剤は、エストツクス乳剤
・バイジット乳剤 ・ジメトエ

ー ト粒剤 ・ダイシス トン粒剤の 4薬剤

を使用した。エストックス乳剤は 2,000倍液
・バイジット乳斉」は 1,000倍液を散布し、ジメトエ

ー ト

粒剤 ・ダイシストン粒剤は供試木 1本 当たリアプラムシに対しては5夕
・カイガラムシに対 しては80

夕を上壊内に混入した。

5,供 試樹種及び対象害虫

アプラムシは、樹高約30初 のニワザクラに寄生しているアブラ
ムシの一種 (体 長 27″)で、カイガ

ラムシは樹高約 2物 のツバキ・サザンカ
・カイドウに寄生しているルビーロウカイガラムシ(一部ツ

ノロウカイガラムシを含む。 )で ある。

4.調 査方法

アプラムシ・カイガラムシとも薬剤処理前と薬剤処理後に寄生している生息数を測定して薬剤の効

果を判定した。なお、アプラムシは非常に小さく、 1か所に集団的
に生息しているため、個数を計測

することはむずかしいので、個体数の多少にかかわらず 1集 団を
一匹とみなして計測した。

供試木は、各処理区ともアブラムシは 5本
・カイガラムンは 3本 である。

5ぅ 葉剤処理及び調査月日

アプラムシは、昭和 50年 6月 21日 に薬剤処理し、奏剤処理後の生息数調査は6月 26日
イ月 1日

,7月 21日 に行つた。

カイガラムシは、薬剤処理が昭和 50年 9月 10日で、薬剤処理後の調査は9月 20日
・9月 30日 ・

10月 10日 に行つた。

6.試 験結果及び考察

アプラムシ防除試験の結果は、図
-1、 付表-1に 示すとおりである。

奏剤処理 5日 後には、無処理区

は薬剤処理前より生息数が増加し

114%に なつているのに対し、薬

剤処理区はエストックス乳剤処理

区 10%、バイジット乳剤処理区 17

%・ ジメ トエート粒剤処理区25%  50

・ダイジストン粒剤処理区41%と

いずれ も減少しており、この時点

ですでに薬剤の効果が認められる。

10日後になると、無処理区は

163夕 と著しく生息数が増加して

いるのに対し、業剤処理区は5日

後よりさらに減少し、エストック

ス乳剤処理区 0%、 バイジッ ト乳剤処理区6%、 ジメトエT卜 粒剤処理区5%、
ダイシストン粒剤処

理区7%と いずれ も10%以 下 とな り、薬剤の効果は
一層顕著にあらわれている。また、ジメト

エー ト

粒剤、ダインストン粒剤は 5日経過後の調査では乳斉」にくら
べ効力が劣 つていたが、これは、これ ら

の薬剤が浸透移行性殺虫剤であるため、この時点では薬剤が樹体内に十分吸収
していなか?た ものと

考えられる。

5日後

10日 後

3 0日後

工
看1塩
ク
8品
ツ
を
サ
肝瞥拡粕

□

剛
轟

図
-1 ア プラムシに対する防除効果
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30日 経過するとエストックス乳剤処理区は 65%、 バイジット乳剤処理区は28%と 生息数が増加

し、効果がな くなつているが、 ジ メ トエー ト粒剤処理区、バイジット粒剤処理区はともに0%で 効果

が持続している。また、無処理区は、生息数が 17%と 急激に減少し、効果が消滅したエス トックス乳

剤処理区、パイジット乳剤処理区よりも少なかつたが、これは無処理区のアプラムシが終えん期に達

したためだと考えられる。エストックス乳剤処理区、バイジット乳剤処理区のアブラムシは、薬剤処

理によつて一時期は駆除されるが、薬剤の効果が低下するにしたがつて異種のアブラムシが発生して

きたことが原因と考えられる。

カイガラムシ防除試験の結果は図-2、 付表-2に 示すとおりである。

劣つていだダチ
｀
うスiう粒章i血理   | が 塩習 ポ堪智 処義聟 着堪饗 無

理駆

区も、 こ の時点では 11%と なつて    図 -2 カ イガラムシに対する防除効果

著しい効果が認められた。

30日 経過後には、エストックス乳剤処理区、パイジット乳剤処理区、 ジメトエート乳剤処理区とも

20日 経過後と生息数が同じであるが、ダイジストン粒剤処理区は全供試虫が死亡弘 さらそ効 果が増し

ていた。また、他の薬斉Jについては20日 経過時点までの効果は認められたが30日 経過時点ではカイ

ガラムシの生息数が20日 時点での生息数と同じであることから(本 試験に供試したカイガラムシの

発生は年 1回 である)持 続効果はない ものと考えられる。

以上の結果から、アブラムシ類やカイガラムシ類の吸収性害虫に対してはエス トックス乳剤 21000

倍、バイジット乳剤 1.000倍液の散布やジメ トエート粒剤、ダイジス トン粒剤の上残施用に著しい効

果があることを確認した。ジメ トエー ト粒剤、ダイジストン粒剤は浸透移行性殺虫剤であるため、構

体に業剤を十分浸透させなければ/~2果を発揮しないので、薬量は樹木の大 きさによつて適宣施用する

必要がある。

なお、 これらの害虫が大発生し、早期に防除の必要がある場合には速効性のエス トックス乳剤やバ

イジッ ト乳剤を散布し、それ以外の場合には残効期間の長いジメ トエート粒剤やダイジストン粒剤の

施用が望ましいと考えられる。

1 ミ ノムシ類防除試験

オオミノガが若齢幼虫及び老熟幼虫に対する薬剤による防除方法を検討した。

1。 供 試  虫

供試虫は体長約 1筋 のオオミノガの幼虫及び体長約 3初 のオオミノガ老熟幼虫である。
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2.試 験実施場所

岐阜県林業センター構内

5.供 試樹種

オオ Rノ ガ若齢幼虫は樹高約 1物 のタイワンフウ・老熟幼虫では、樹高約 2物 のクリを用いた。

4.供 試薬剤及び施用方法

老熟幼虫に対しては、バイジッ ト乳剤 ・エス トック乳剤 ・ジメトエー ト乳剤 ・ジメトエー ト粒剤 ・

ダイジストン粒剤の5種 類を使用し、エストックス乳剤は 2,OIXl倍液、バイジット乳剤 ・ジメトエー

ト乳剤は 1,000倍 液を散布し、ジメ トエー ト・ダイシストン粒剤は供試木 1本 当り80夕を上壊内に混

入し、若齢幼虫にはジメ トエー ト乳剤 2000倍 液とパイジット乳剤 1,000倍液を用いた。

5.調 査方法

(D オ オ ミノガ老熟幼虫

供試本のクリの伎 1本 を無作意に選定 して玉ねぎネット(45勧 × 100勧 )で覆い、その中に前 もつ

て採集しておいた、オオミノガ老熟幼虫 10匹 を入れ所定の方法によつて薬剤処理し、その後の死亡状

況を調査した。

供試木は各処理区とも3本 である。

なお、薬剤は昭和 51年 6月 16日 に処理し、死亡状況調査は 6月 17日 ・18日 ・舞 日に行つた。

(リ オ オ ミノガ若齢幼虫

供試木のタイワンフウに、前もつて採集しておいたオオミノガが若齢幼虫 30匹 を付着させ、3日 経

過後に完全に付着している幼虫数を測定し、所定濃度の供試薬剤を散布し、その後、供試木を食害し

ている幼虫数を測定した。供試虫は、薬剤処理前に死亡するものもあつて、薬剤散布時には付表
-3

に示すような数であつた。

供試本数は、薬剤処理区は各 3本 で無処理区は4本 である。

薬剤は昭和 51年 9月 13日 に処理し、生息数調査は9月 14日 ・16日 ・17日 ・22日 に行つた。

また、 ミ ノムシ若齢幼虫に対しては、室内で次のような試験を行い、野外試験の結果と比較検討し

た。

バイジット乳剤 1,000倍 液、エストックス乳剤 2,000倍 液、 ジメトエ
ー ト乳剤 1,000倍液と無処理

区は普通の水 (水 道水 )を それぞれ500 CCのビ
ーカーに入れ、この中に幼虫 20匹 を交互に約 1砂間侵

し、直径 12効 のシャ
ーレ内に入れ、サクラの葉を与えて飼育し、その後の死亡状況を調査した。

6.試 験結果及び考察

(D オ オミノガ老熟幼虫

試験結果は図
-3、 付表-3に

示すとおりである。

薬剤処理 1日経過後にはエスト

ックス乳剤処理区 30%、 ジメトエ

ート乳剤処理区20%、 バイジット

乳斉」処理区 17%、 ダイシス トン粒

剤処理区とジメトエー ト粒剤処理

区はともに 10%の 死亡率で無処

理区の3%を 上回つているが、全

般的に死亡率は低い。

2日 経過後は無処理区、ダイジ

ストン粒剤処理区、 ジ メ トエー ト

粒剤処理区は1日経過後と同 じ死

ほ
鴻
□

。―
上

S'117「 11141

i豆 古 J  Iサ  沖 1  才 し 所 1  'L 制    】 し キ Ⅲ ll処 ″叫!ス

処 F 担区 処 F I  t ス 処 引! 区 処 コH 区  処 F 世区

図
-3 ミ ノムシ老熱幼虫に対する防除効果
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亡率であるが、バイジット乳剤処理区は33%、エストックス乳剤処理区とジメ ト
エー ト乳剤処理区は

37%に 増加している。

その後は死亡する幼虫が少な くなり、薬剤処理7日 後には無処理区は
7%、 ジメトエー ト粒剤処理

区は 13%、バイジット乳斉」処理区とエス トツクス乳剤処理区は 37%、
ジメトエー ト乳剤処理区は40%

の死亡率で、無処理区の 6%を 上廻り、薬剤の効果はわずかながら認められた。

しかし、死亡率40%以 下では薬剤が ミノムシに対し絶劇的な効果を もち合わ
せているとは言い難い。

これは、試験 に供試したミノムシが体長 3初 にも生長しているため、これ ら薬剤
に対して抵抗力が強

まつているとも考えられるので、若齢幼虫に対す る効果についても検討した。

(リ ォ ォ iノ ガ若齢幼虫

野外試験における結果は図
-4j付 表-4

に示すとおりである。

薬剤処理一 日経過後は、無処理区 8%の 死

亡率に対し、ジメトエ
~卜 乳剤処理区は 10

%、 パイジット乳剤処理区は 11%、薬剤処理

3日 経過後は無処理区 14夕 に対し、ジメトエ

ー ト乳剤処理区は22%、 バイジット乳剤処理

区は27%で 、薬剤処理4日 経過後には無処理

区 19夕 に対 し、ジメトエ
ー ト乳剤処理区は26

%、 パイジット乳剤処理区は31%と なり、奏

剤処理区はいずれも無処理区の死亡率を上廻

つている。 さらに 5日 経過した薬剤処理 9日

後には無処理区の死亡率 20%に 対し薬剤処

理区はジメトエ
ー ト乳剤処理区牙 %、バイジ

ット乳剤処理区32%で 、いずれの調査とも薬

剤処理区の死亡率は無処理区を上廻り、効果

が確認された。

しかし、 この程度の死亡率では絶対的な効

果とは言えず、老熟幼虫と同じように着齢幼

虫に対して も防除効果 は認め られなか
つた。

室内試験の結果は図
-5、 付表

-5に 示す

とお りである。

6時 間経過後は、無処理区は死亡率 0%で

あるが、薬剤処理区はパイジッ ト乳剤処理区

55%、 エス トックス乳斉J処理区40%、 ジメ ト

エー ト乳剤処理区30%で 、この時点ですでに

薬剤の効果が認められる。 12時 間経過する

とエストックス乳剤処理区、ジメトエ
ー ト乳

剤処理区はともに 90%、 バイジット乳剤処理

区は 85%の 死亡率となり、24時 間経過する

と無処理区 5%の 死亡率に対し、いずれの薬

剤 とも100%死 亡し、 これ ら薬剤の著しい殺

虫効果が認められた。 こ の試験では、無処理

区の幼虫を水に浸して比較したが、わずか 5

図-4

麟

醐

オ

ロ

9丹 14日 調査

9月 16日 調査

9月 17日 調査

9月 22日 調査

舞J   ▼ t 制    無 処理区

‖ 区  処 F F 区

ミノムシ若齢幼虫に対する防除効果
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図
-5 ミ ノムシ若齢幼虫に対する薬剤の

殺虫効果
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%の 死亡率であつたことから水が生息に影響を及ぼさないことを確認した。

いずれにせよ、 ミノムシ類は薬剤が幼虫の体に直接付着すれば簡単に死亡するが、他の食葉性害虫

と異な リミノで体を覆 つているという特異な生態であるため、薬剤が Rノ でさえぎられ効果が発揮さ

れないもの と考えられる。

したが つて、今後は ミノを簡単に浸透するような ミノムシ専用の薬剤の開発が必要と思われる。

付表
-1 ア プラムシに対する防除効果

供 試 薬 剤
前亀事

6月 2 6 日 7月 1日 7 月 1 9 日

死亡虫 死亡率 死亡虫 死亡率 死亡虫 死亡率

エストックス乳剤処理区 0

バイジット乳剤処理区 18 1 5 28

ジメトエート粒剤処理区 2 0 5 1 5

ダイシストン粒剤処理区 27 41

無 処 理 区 8 5 114 57 163

付表■ 2 カ イガラムシに対する防除効果

付表-3 ミ ノムシ老熟幼虫に対する防除効果

付表-4 ミ ノムシ落齢 幼虫に対する防除効果

9 月 2 9 日 1 0 月 9 日

生息虫 1死亡率

9 月 2 0 日
供試薬剤 1蓋左意数臨
ルくトックス字L剤処理区

バイジット乳剤処理区

ジメトエート粒剤処理区

ダイシストン粒剤処理区

45 1 100

野外試験

供 試 薬 剤
試

数

供

虫

6月 17日 6月 18日 6月23日

括亡珪施弾累 お研 鵡 花吉赳死古墾碁.讐死亡出死亡報暴だ
ジメトエート粒剤処理区 0 0

ダイシストン粒剤処理区

イ`ジット乳剤処理区 5
″
‘ 5

エストックス乳剤処理区 2 7 37

ジメトユート乳剤処理区 5 I

無 処 理 区 1 0 3 1

野外試験

ジメトエート乳剤処理区

バイジット乳剤処理区

無 処 理 区

供 試1翌混上土_■十二翌 上g里 9月 1 7日  1  9月 2 2日
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付表-5 ミ ノムシ若齢幼虫に対する薬剤の殺虫効果

室内試験

供 試 薬 剤
試

数

供

虫

6時 間後 12時 間後 24時 間後

死亡庄括亡孝
R 程
▼十 産
屯E査 昭亡孝

導
起

ミ

砿 花亡庄屯亡宰
棒

産古

系

花

バイジット字L剤処理慶 8電 15

エストックス乳剤処理区 2 l n

ジメトエート乳剤処理慶

征 机 碑 伊 n β

ま   と    め

昭和 49年 度から昭和 51年度にかけて、岐阜県における緑化樹に寄生する病害虫の実態調査を行い、

2・ 3の 害虫について防除法を検討した。

1。岐阜県における緑化樹病害虫は、害虫類 107種、病害 29種 が確認されたが、とくに目立つたも

のはオオミノガ、チャミノガ、ルビ
ーロウカィガラムシ、ッノロウカイガラムシの校害であつた。

2 病 害の被害は、害虫類に くらべ軽圧であるが、緑化構はわずかの校害でも美観を損ない価値が

著しく低下するので無視できないことが確認された。

3.ス ス病は、アブラムシ類やカイガラムシ類 の排泄物に発生して繁殖するため、 これ ら害虫の発生

を防止すればスス病の発生も抑制できることがわか つた。

4.カ イガラムシ類、アブラムシ類の防除には、エストックス乳剤 2,000倍液、バイジット乳剤

1,000倍液の散布や、ジメ トエ
ー ト粒剤、ダイシス トン粒剤の上壊施用が著しい効果のあることが確

認された。

5.ミ ノムシ類に対しては、カイガラムシ、アブラムシ類に効果 を示した薬剤を用いても防除効果

が認め られなかつたが、これは、 ミ ノムシの幼虫自体の抵抗力は乏しい ものの、 ミ ノで体が覆われて

いるため薬剤が浸透しなか つたことが原因と考え られる。
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3回  昭 和 51年

“)小 河誠司 ・萩原幸弘 i 福 岡県における緑化樹の病害虫 森 林防疫 第 7号  昭 和 50年

6)大 野啓一郎 : 神 奈川県における緑化樹木の病害 森 林防疫 第 12号  昭 和 50年

(6)一 色周知 : 原 色日本蛾類幼虫図鑑 (上 )。 (下 )昭 和 40年  保 育社

17)朝 比奈正二郎 : 原 色日本毘虫大図鑑 昭 和 40年  北 隆館
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